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P2会場第48群

367)介護保険施設に勤務するケアスタッフにおける

BPSDの捉え方

九津見雅美，伊藤美樹子，三上洋

(大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻)

{目的}

認知症高齢者にみられる BPSD(Behavioral and Psycholo-

gical Symptoms of Dem巴ntia:不安，妄想などの心理面の

症状と，攻撃，不穏，俳f岡;などの行動面の症状)のケアス

タッフの捉え方を明らかにすることを目的とした。

[方法1
2005 年 1 月 ~5 月に大阪府東大阪市の介護保険施設に勤

務するケアスタッフ 15人(介護職 11人，看護職4人。男

性 5 人。年齢 23~58 歳。経験年数 8 ヶ月 ~14 年)を対象

に半構造的インタビュー調査を実施し. Grounded Theory 

Approachを参考に質的分析を行った。本調査は大阪大学

医学部倫理委員会にて承認を得た。また対象者へ調査協力

の依頼時に，研究目的・方法，調査への参加及び中止は自

由であることについて文書および口頭で説明し文書で同

意を得た。結果において，対象者自身の言葉を「斜体」で

表記した。 rjはカテゴリー. < )はサブカテゴリーで

ある。

[結果および考察]

BPSDには①『心と身体の安寧を脅かすl②『生活の場の

安寧を脅かす』という 2つの捉え方がみいだされ，これら

は互いに重なりあっていた。③『心と身体の安寧を脅か

すl r生活の場の安寧を脅かす』ことが『連鎖』をすると

いう概念がみいだされた (mpSDの連鎖j)。

①『心と身体の安寧を脅かす』とは.rいよこよるぞの人た

ちが!Jff7.JでLょラ」のように. BPSDが認知症高齢者自身

や周囲の人の心や身体の安寧を脅かすという概念で，これ

には食事や入浴などへのく介護拒否〉や，殴るなどのく暴

力〉が含まれた。②『生活の場の安寧を脅かすJとは，

BPSDが認知症高齢者や周囲の人の生活の場の安寧を脅か

すという概念で. <被害妄想〉や弄便などのく不潔行為)が

含まれた。①と②の重なりには〈俳個). <不穏). <帰宅要

求〉などが含まれた。③ rBPSDの連鎖jとは，ある BPSD

が同一人での BPSDの増強の一因となったり，他の認知症

高齢者において新たな BPSDの発生誘因となるという概

念である。「砕御の人はそのまま伊御Lてるらっ τ7.J才が

いいかと去と。ぞのうちE助か児づかったら6宇都るとまりま

すL-o 変に伊御否?とめたりす7.Jとこの人不器にな7.Jんιゃ

安いかと長」のように. <根付回〉を制止することでく不穏〉と

いう別の BPSDが発生する可能性があることが示された。

[結論]
BPSDには『心と身体の安寧を脅かすl r生活の場の安寧

を脅かす』と. mpSDの連鎖』という捉え方がみいだされ

た。 mpSDの連鎖』がケアスタッフや周囲の人にとって

BPSDが問題行動と称される一因であると考えられた。

本研究は，平成 16年度財団法人総合健康推進財団の

助成を受けて実施された。
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